
新本庁舎床面積の積算の考え方について 

 資料２「１－７想定される新本庁舎の規模」でお示しした、検討の目安とする庁舎規模（約

66,000～75,000 ㎡）は、現本庁舎と同程度の機能を整備する場合に想定される庁舎規模

です。 

 基本構想のコンセプトでは、新本庁舎は「広く市民に親しまれ、まちの賑わいに貢献する

とともに多くの人々が集う多彩な協働の場として、まちづくりに資する庁舎」を目指すこと

としており、その実現のために一般的な庁舎に整備される市民利用機能に加え、更なる機能

の追加が考えられます。 

 このため、新本庁舎の延床面積の考え方は以下のように整理できます。 

【新本庁舎延床面積の考え方概念図】 

 

 

0 ㎡ 

他の機能からの一時転用や共用部分の 

活用により市民利用・情報発信機能を全て

まかなうこととした場合の床面積 

 

約 3,000 ㎡ 

市民広場と同程度の広さを 

確保した場合の床面積 

～ 

約 66,000 ㎡ 

基本構想のケーススタディに基づく 

床面積（１棟整備パターン） 

 

 

約 75,000 ㎡ 

国交省基準に基づき積算した床面積 

～ 

現本庁舎から想定される機能 
まちづくりに資する庁舎を実現するために

追加すべきと考えられる機能 

新本庁舎の想定延床面積 約 66,000 ㎡～78,000 ㎡程度 
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①行政機能 

②議会機能 

③災害対策機能 

④現本庁舎と同程度の市民利用機能 

基本構想で定めた新本庁舎の市民利用機能 

①市民が集まり、立ち寄りやすくなる環境整備 

②市民協働の場の拡充 

③情報発信の拠点 

④“仙台らしさ”を感じることのできるスペー

ス（市政や歴史、市民活動やイベントに触れ

ることのできる空間づくり） 


